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研究成果の概要（和文）：超常信奉や疑似科学信奉が持つ合理的で適応的な側面を明らかにし、これらと関係する批判
的思考を教育場面へ応用する可能性を探るために、質問紙調査と実験的方法で検討を行った。研究１では、批判的思考
や疑似科学信奉の測定法の妥当性を検証し、批判的思考能力と超常信奉の関係性が限定されたものであることを示した
。研究２は、超常現象への潜在的態度と顕在的態度が一致しないことを示した。研究３では、先行研究に反して、合理
的な情報処理スタイルが、疑似科学信奉をかえって促進するという結果を得た。研究４は、論理性を重視した教授法を
導入した実験の結果、生徒の批判的思考態度と教授法の間に，適性処遇交互作用が認められた。

研究成果の概要（英文）：In order to reveal the rational and adaptive aspects of the paranormal belief and 
pseudo-scientific belief, and also to explore the possibility of the application of critical thinking 
involved in these to the education scene, this research has conducted some questionnaire surveys and 
experiments. Study 1 has shown that, after verifying the validity of measuring methods of critical 
thinking performance, the relationship between critical thinking skills and paranormal belief is 
restricted. Study 2 showed that explicit and implicit attitudes to the paranormal belief are are 
incongruent. In Study 3, it has been shown that, contrary to previous research, rational information 
processing style promotes pseudo-scientific belief. Lastly, Study 4 has conducted, an experiment of 
introducing a teaching method that emphasizes the logical structure, and has concluded the aptitude 
treatment interaction (ATI)was observed between critical thinking attitude and teaching methods.

研究分野：認知心理学
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１．研究開始当初の背景 
 
現在の科学知識と相容れない超常現象の実
在 に 対 す る 肯 定 的 信 念 （ 超 常 信
奉:paranormal belief）は、一般には、社会
にさまざまな悪影響を及ぼす非合理的な思
考であり、主として科学的な思考力や科学教
育の欠如に起因すると考えられている。しか
し、こうした超常信奉には、社会的環境への
心理的適応を促進する一種の合理的な側面
があることも指摘されている。特に、超常信
奉の一部である疑似科学信奉は、科学的思考
や探究心などと共通した認知要素の反映で
ある可能性が指摘されてきた。したがって、
超常信奉が、個人や社会にとってポジティブ
もしくはネガティブな機能を果たしうる媒
介変数は何なのかを検討することが重要だ
といえる。これらを媒介する変数としては、
心理的適応に関係する認知バイアスをはじ
めとした認知的諸変数が予測される。しかし、
超常信奉における疑似科学の概念的な整理
や、関連する変数の検討などは必ずしも十分
とはいえない。 
また、批判的思考（critical thinking)の教育
においては、省察的思考という観点から、認
知バイアスを自覚し制御するメタ認知的な
態度や能力が重要視されている。この点に着
目すれば、認知バイアスが明確に現れている
超常信奉や疑似科学的主張は格好の教育素
材となると考えられる。こうした疑似科学と
認知バイアスの関連性をさらに明らかにす
ることで、領域横断的な批判的思考教育や科
学リテラシー教育のへの応用が期待できる。 
 
２．研究の目的 
超常信奉の中でも、科学的な外観を持つ疑似
科学的主張に関する信奉と、迷信や占いなど
スピリチュアルな主張に関する信奉を分離
して、その特徴的な態度を分析する。これら
は、方法論の問題として科学哲学の境界設定
問題で扱われてきたが、本研究では信念の形
成と強化にかかわる心理的問題という視点
からとらえていく。その上で、自己高揚や認
知欲求などの心理的適応に関する認知バイ
アスや、合理性や直観性といった情報処理
（認知）スタイル、科学に対する肯定的な態
度との関連性などの諸変数の関連について、
中学・高校・大学生を対象とした広範囲な調
査と、社会的認知研究で使われる実験的な測
度を併用することで明らかにする。また、こ
れらの超常信奉と批判的思考の態度能力の
関連性を明らかにし、それらの知見をもとに
実際の教育現場での批判的思考教育へ具体
的な貢献を行うことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
研究(1)〜(4)までを実施した。 
 
研究(1) 新たに開発されたテストをもとに
批判的思考能力の測定を行い、その妥当性と、

批判的思考能力と態度の関連性を検証する。
また、そうした能力・態度の個人差が、疑似
科学信奉や超常信奉とどのように関係する
かを明らかにする。そのために、中高生 316
名を対象として調査を行った。批判的思考の
能力の測定は、英語コミュニケーションを想
定した「英語版論理的思考能力テスト」（藤
田・山野井・仲村・吉川・松居,2013)の改良
版を利用し、あわせて論理的思考に依存しな
い英語英語の文法や語彙能力テストととも
に、中学・高校の授業時間中に実施した。批
判的思考態度の測定は、批判的思考態度尺度
（平山・楠見,2004)を実施し、同時に疑似科
学信奉や超常信奉に関する態度の質問紙調
査を行った。これらの調査実施後に、学級担
任の教員に対して、ふだんの学校生活の中で
のそれぞれの生徒の批判的思考能力につい
て外部評定を求めた。 
 
研究(2) 多くの先行研究では、疑似科学や
超常現象に対する態度は、主として自己回答
形式の質問紙調査で調査されている。しかし、
こうしたテーマでの質問紙調査では、社会的
な望ましさなどの回答バイアスが多くかか
ることも予想される。そのため、潜在連合テ
スト(IAT)を用いて、科学的・非科学的対象
への潜在的態度を測定する実験的検討を行
った。大学生 30 名を被験者として、岡部他
(2004)の手法をもとに科学と非科学に関係
する刺激語に対する潜在的態度を測定し、こ
れらと不思議現象態度尺度（小城他、2008）
や、行動指標との関連性を検討した。 
 
研究(3) 認知的経験論的自己理論(Epstein, 
1994)にもとづく「合理性直観性情報処理ス
タイル」(内藤・鈴木・坂元,2004)の個人差
と、「批判的思考態度」「疑似科学信奉」との
関連を総合的に明らかにするために、高校生
151 名への質問紙調査を実施した。この調査
では、研究(1)の分析結果をふまえて、疑似
科学信奉を測定する調査項目を改良して用
いた。 
 
研究(4)では、批判的思考に関する知見を科
学教育の検証する計画であったが、研究(1)
で扱った英語教育においても批判的思考概
念の導入の重要性が確認できたため、高校に
おける英語教育現場での教授法と批判的思
考の適切処遇交互作用に関する実験を行っ
た。使役動詞単元の授業において、従来の文
法暗記型教授法と、認知的論理構造に着目し
た教授法を、それぞれ別クラスで実施し、計
81 名の生徒の批判的思考態度との関連の分
析を行った。 
 
４．研究成果 
 
研究(1)では、批判的思考能力の測定の妥当
性と、その影響を検討するために、英語言語
能力テスト得点を統制変数とした分析を行



った。その結果
果は、教師による外部
度の一部の下位尺度に関連性が認められ、本
テストの外部妥当性は検証された。一方、全
体として
れた批判的思考
には明確な関連性が認められなかった。これ
らの結果から、英語版論理能力テストに含ま
れる論理的思考概念と、批判的思考の概念的
な関連性について、
あることが
また、批判的思考
常信奉の関連性については、
中でも、血液型性格判断
連が見られたが、その他の諸変数の間とは明
確な関連性が見られなかった。
測定値の妥当性を含みつつも、欠如モデル
の観点からのみ超常信奉・疑似科学信奉を
とらえるべきではないことを示すものと
解釈された。
 
研究(2)
て得られた科学・非科学的主張
得点と、従来型の自己報告型
た不思議現象態度への態度の間に、有意な関
連性は見られなかった。
などがあいまいなものであったなど
法の問題もあり、
証にはさらに方法論的な改良が必要である
と結論づけられた。
 
研究(3)
に、「直観性情報処理スタイル」が、各種の
超常疑似科学信奉や、占い信奉と正の相関を
示した。その一方で、
超常信奉一般を抑制するとされた
報処理スタイル
は関連性が認められず、各種の
とは正の相関を示した
合理的な思考が疑似科学信念を促進する
能性が示された点で重要な知見と考えられ
る。疑似科学的な外観をもつ疑似科学は、
校生段階においては、
的な主張として受け入れられていると
釈された。
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Table.1 情報処理スタイル尺度と超常信奉

    疑似科学   

    信奉(論理） 

合理性   .18*        .20**       n.s.

直観性      .23**       ,30**       ,21**

(4)では、従来の暗記型教授法と、認知
的論理構造を用いた教授法で論理的
詞の授業を行うクラスを１クラスずつ設定
した。これらのクラスで、授業を行う前・後
で使役動詞の理解度を測るテストを行い、教
授法の効果の検証を行った

、英語版論理的
果は、教師による外部評定や批判的思考の態
度の一部の下位尺度に関連性が認められ、本
テストの外部妥当性は検証された。一方、全
測定された能力と、質問紙に回答さ
態度の多くの下位尺度の間

には明確な関連性が認められなかった。これ
らの結果から、英語版論理能力テストに含ま
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な関連性について、今後も再検討する必要が
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また、批判的思考能力と、疑似科学信奉・超
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確な関連性が見られなかった。
測定値の妥当性を含みつつも、欠如モデル
の観点からのみ超常信奉・疑似科学信奉を
とらえるべきではないことを示すものと

では潜在連合テスト
て得られた科学・非科学的主張
得点と、従来型の自己報告型質問紙で得られ
た不思議現象態度への態度の間に、有意な関
連性は見られなかった。IAT で用いた刺激語
があいまいなものであったなど

法の問題もあり、超常信奉に関する
証にはさらに方法論的な改良が必要である
と結論づけられた。 
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に、「直観性情報処理スタイル」が、各種の
超常疑似科学信奉や、占い信奉と正の相関を
示した。その一方で、先行研究で
超常信奉一般を抑制するとされた

」は、占いなどの超常
は関連性が認められず、各種の
正の相関を示した(Table.1)
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した。これらのクラスで、授業を行う前・後
で使役動詞の理解度を測るテストを行い、教

。その結果、論理

的教授法と従来型
の伸びが認められた。
度の個人差との交互作用を検討するために、
それぞれの
に分けた上で分析を行ったところ、下
「探究心」や「証拠の重視」が高い群
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